
令和６年度の一般会計予算211億６千２百万円令和６年度の一般会計予算211億６千２百万円

発行：滝川市議会　編集：たきかわ市議会だより編集委員会　〒073-8686　滝川市大町１丁目２番15号　TEL.0125-28-8048　FAX.0125-23-5329

主 な 内 容

No.49
令和６（2024）年５月１日発行

たきかわたきかわ

だよりだより
市議会市議会

「たきかわ市議会だより」をアプリで読めます！
　　　　　　　　　で検索（iOS・Android 対応）

皆さんの声を議会へ
（代表質問等）……………２～５

主な議決結果…………………９

気軽に！手軽に！ネット中継！！
傍聴してみませんか…………10

予算審査特別委員会
審査報告…………………６～８

令和６年度の一般会計予算211億６千２百万円令和６年度の一般会計予算211億６千２百万円

児童手当拡充事業（新規）	 4,974万円
小・中学校空調設備設置等工事
（新規）	 6億131万円
乳がん検診無料クーポン配布事業
（新規）	 52万円
介護職員の資格取得費用支援事業
（新規）	 88万円
ヒグマ対策事業（拡大）	 151万円

令和６年度の主な事業と予算 企業会計 予算額 対前
年比

下
水
道
事
業

収入計 17億8411万円 -0.7%

支出計 22億3814万円 -1.8%

病
院
事
業

収入計 77億3815万円 -8.8%

支出計 85億2376万円 -4.2%

一般会計・特別会計 予算額 対前
年比

一　　般　　会　　計 211億6200万円 -3.0%

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計 44億2222万円 0.1%

公営住宅事業特別会計 8億3872万円 37.3%

介護保険特別会計 37億995万円 -4.2%

後期高齢者医療特別会計 7億9444万円 10.2%

計 309億2733万円 -1.7%

子育て、学校教育、医療、介護、ヒグマ対策への
施策を中心に、幅広い年代の市民需要に対応！！

　第１回市議会定例会が２月29日から３月18日までの19日間の会
期で開かれ、前田市長から「市政執行方針及び予算大綱」、田中
教育長から「教育行政執行方針」の説明がそれぞれ行われました。
　令和６年度一般会計予算など市長提出議案27件が原案どおりに
可決されたほか、市政について６人の議員による代表質問等が行
われました。



　当市議会では、市政全般にわたって事業の執行状況や将来に対する方針などについて質問し、執行機
関からの報告・説明などを求める一般質問において、個人質問と代表質問が認められています。代表質
問は会派代表者が市政執行方針等に対して行うもので、改選年を除いて３月定例会において行われてい
ます。住民から重大な関心と期待を持たれていることについて問いかけ、議員自らが提言を行い、政治
姿勢を示すことができる大事な議員活動の場です。
　本会議場での議員一人当たりの質問時間は会派代表者が45分以内、無所属議員は15分以内となっています。
今議会では２日間にわたり行われ、６名の議員が質問しました。

皆さんの声を議会へ皆さんの声を議会へ

質問者 全質問項目

荒木　文一
（市民ネットワーク）

大規模災害対策　エネルギー価格及び物価高騰対策　滝川駅周辺整備　市内バス路線
の運行継続　第３期滝川市子ども・子育て支援事業計画　不妊治療支援事業　保育所
における保育環境の向上　国學院大學北海道短期大学部の学生確保　滝川第一小学校
の改築　滝川市Ｂ＆Ｇ海洋センター　滝川市立病院　鳥獣被害対策　農業の第三者経
営継承　Letara㈱への支援　空家等対策　ふるさと納税

安樂　良幸
（新政会）

令和６年度における市政運営　滝川駅周辺整備　企業誘致　児童館・放課後児童クラ
ブなどの運営見直し　学校給食費の支援　国際交流事業の推進　市立病院における広
域医療連携のさらなる推進　介護人材の確保　ヒグマ対策　滝川ふれ愛の里の管理運
営　観光振興　Letara㈱への支援　空家等対策　ふるさと納税　コミュニティ・スクー
ル　部活動の地域移行

三上　裕久
（公明党）

滝川駅周辺整備　公共交通の維持・確保　市政運営における財源確保　（仮称）滝川
市こども計画の策定　介護職員の支援　帯状疱疹予防ワクチン　ヒグマ対策　観光情
報のＰＲ　滝川ふれ愛の里の管理運営　除雪環境の整備　DＸ推進　いじめ防止　不
登校児童生徒・保護者への支援

髙橋江海子
（れいわ新選組）

災害への適切な備え　多様性を認め、誰もが個性を生かし活躍できるまちづくり　
不登校支援　情報モラル教育の推進

柴田　文男
（21フォーラム）

本年の一字「敏」について　滝川駅周辺整備　市内バス路線の運行継続

寄谷　猛男
（日本共産党）

公共施設個別施設計画前期計画の見直し　児童館・放課後児童クラブなどの運営見直
し　子ども医療費無償化及び学校給食の公費負担　高齢者福祉　防災　地域農業の支
援　国民健康保険の税率改定　「ＡＩ（人工知能）ドリル」の導入　学校図書館の充
実
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新政会

市民ネットワーク

安樂　良幸

荒木　文一

問 長年の懸念事項であった本市の玄
関口である滝川駅周辺整備につい

ては、市民の皆さんや各団体の意見を聞
きながら基本計画の策定に移行していく
と考えるが、駅前の賑わいあふれる空間
には何が必要かをしっかり精査し、将来
の財政状況を見据え、身の丈に合った施
設をスピード感を持って建設すべきだと
思うが、市長の考えを伺う。
答弁 滝川駅周辺整備事業については、
将来の持続可能なまちづくりに向けた基
盤整備の一つでもあり、重要な政策かつ
投資的事業と考えています。「まちの顔」
としてどのような駅前であるべきか、必
要な機能や規模など、市民の皆さんのご
意見や民間事業者のノウハウをいただき
ながら、将来世代に過大な負担とならな
い「身の丈」にあった整備となるようス
ピード感を持ってしっかりと進めていき
ます。

問 本市では、子育て世帯の経済的支
援を図るため、学校給食に係る食

材費上昇分について公費負担しているが、
先の見えない物価上昇に鑑み、将来的に
は食材費上昇分とは別に１割でも、２割
でも公費負担を増額して、子育て世帯の
負担を軽減すべきだと思うが、市長の見
解を伺う。
答弁 学校給食費の公費負担については、
必要性の認識は変わっていませんし、子
育て世帯の負担軽減のためにも何らかの
支援を行いたいと考えています。
令和６年度も給食費に係る食材費上昇分
を公費負担する予算案を提案したところ
ですが、将来的な公費負担の増額につい
ては、財源の捻出や子育て支援施策全体
のバランスなどを総合的に勘案しつつ、
少しでも保護者の負担軽減となる方法を
考えていきます。

問 滝川第一小学校の改築というのは
いわゆる建替えとの認識でよろし

いのかを伺う。また「公共施設個別施設
計画前期計画の見直し」により、令和11
年度の開校予定が２年後に先延ばしとなっ
ているが、必ず担保されるのかを伺う。
答弁 施設の老朽化が課題となっている
滝川第一小学校については、令和６年度
から現敷地内での建替えに向けた検討に
着手し、必要な調整事項が整えば可能な
限り早く実施したいと考えています。

問 駅周辺整備の基本計画策定に関し
て市民意見の聴取について触れら

れているが、パブリックコメントは高齢
者を含め意見聴取が難しいという問題が
ある。他の手法等で実施する考えがある
かについて伺う。
答弁 より効果的な手法を取り入れなが
ら策定作業を進めていきたいと考えてい
ますので、アイデアがございましたら是

非ともご意見をお寄せいただきたいと考
えています。

問 医師の働き方改革をはじめ、病院
経営上のかじ取りが大変難しくな

ることが予想される滝川市立病院につい
て、病床数の見直し等、今後何らかの変
更が生じる見込みなのかを伺う。
答弁 医師の働き方改革が施行され勤務
医を取り巻く環境が大きく変化してきて
います。医育大学では、医師個人の総労
働時間を管理する必要があり、医師派遣
に影響する可能性があります。
現段階では内科医不足により診療時間を
縮小、制限せざるを得ない状況であり、
市民の皆様には大変ご不便をおかけしま
すが、新年度は医師の招へいにより一層
力を注ぎ、現在の病床数を含めた診療体
制の維持に努めていきたいと考えていま
す。
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第１回定例会 代 表 質 問 か ら

※ＱＲコードをスマートフォンで読み取ると、その質問者の
映像をユーチューブでご覧いただけます。
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れいわ新選組

公明党

髙橋江海子

三上　裕久

問 パートナーシップ制度の理解促進
に向け、サービスを提供する市職

員の人権意識を同じ水準にする必要があ
ると考える。江別市のようなガイドライ
ンを策定する計画はあるのかを伺う。
答弁 多様性についての理解促進の取り
組みとして、情報発信のほかに当事者の
皆さんから直接お話を聞くことが正しい
理解につながってくると考えています。
ガイドライン策定に関しては提言として
受け止め、今後の課題といたします。

問 行政内のハラスメントは社会から
厳しい目を向けられており、職員

の離職等業務の支障につながり、ひいては
市民サービスが低下し、市民のみならず社
会からの信用及び信頼を失う行為だと考
える。時代に合わせた防止条例の策定等、
積極的な取り組みについて見解を伺う。
答弁 市職員のハラスメント対策として、
職場におけるハラスメントの防止に関す

る要綱を制定しているほか、外部講師に
よる研修を全職員を対象に実施したとこ
ろです。また、市民の皆さんからの度を
過ぎた苦情によって職員の仕事に支障を
きたすカスタマーハラスメントも最近は
度々見当たるときがあり、警察への相談
を含め対策を検討しています。なお、条
例の制定につきましては、他自治体の動
向を見ながら考えていきたいと思ってい
ますので、何かお考えがありましたらご
提案ください。

問 子ども達のＩＣＴを通じたトラブ
ルは多様化、深刻化しており、子ど

も達が今後、被害者だけでなく、加害者に
ならないための対策について考えを伺う。
答弁 情報モラルの教育は継続的な指導
が重要であると考えています。啓発文書
だけでなく来年度からは、くらし支援課
や消費者センターと協働で職員による出
前講座を実施する予定です。

問 滝川駅周辺地区再生拠点整備基本
計画の策定過程において、柔軟に

市民の意見を取り入れ、必要な修正や変
更を可能とすべきと考えるが、市長の考
えを伺う。
答弁 施設配置や機能、規模などについ
て幅広く市民の皆さんや民間事業者のご
意見をいただきながら検討します。また、
将来の財政状況に与える影響や様々な社
会情勢の変化に対応した修正や変更を加
えながら「身の丈」にあった整備内容に
定めていきます。

問 滝川駅周辺地区再生拠点整備基本
計画の策定過程において、市の一

般会計、特別会計、企業会計の全体の起
債償還、人口減による市税の減収、ふる
さと納税の寄付額の減少等を鑑み、将来
財政運営が立ち行かないと判断した場合
の市長の判断を伺う。
答弁 基本計画の策定過程において、将

来的に財政運営が立ち行かなくなるよう
な計画の策定は想定しておりませんが、
将来的に財政状況の悪化が予見された際
には、駅周辺整備事業の緊急停止も含め、
市民生活に影響を及ぼさないよう、財政
基盤の安全性を確保していかなければな
らないと考えています。

問 現在の市内線バス運行事業者によ
る運行は、令和６年度末をもって

終了するが、令和７年度以降の運行事業
者の選定が不調に終わった場合の対策に
ついて伺う。
答弁 ５月に予定している滝川市地域公
共交通活性化協議会を経て、方向性を見
出すことができると考えますが、令和７
年度以降、市民の皆さんの足に空白がで
きないように、確実に市内線運行を継続
できるよう鋭意努めていきます。
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第１回定例会 代 表 質 問 か ら

第１回定例会 個 人 質 問 か ら

※ＱＲコードをスマートフォンで読み取ると、その質問者の
映像をユーチューブでご覧いただけます。
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日本共産党

21フォーラム

寄谷　猛男

柴田　文男

問 子どもたちに身近な学校図書館を
充実させる取り組みについて伺う。

答弁 国が進める「学校図書館整備等５
か年計画」では、図書の整備、新聞の配
備、学校司書の配置の３点について、そ
の充実に努めることとされています。図
書の整備と新聞の配備については各学校
が予算の範囲内で児童生徒の希望に応じ
て計画的に行い、市立図書館が「図書館
学級文庫」という形で朝読書や休み時間
に読む本を各学級に貸し出しています。
学校司書は未配置ですが、本市では市立
図書館の司書が学校図書館運営を全般に
わたりサポートしているほか、ＰＴＡや
地域のボランティアの方々から「図書の
修繕」や「読み聞かせ」などの支援をい
ただいています。

問 児童館・放課後児童クラブなどの
運営に民間事業者を活用する場合

の児童厚生員の処遇について伺う。

答弁 児童館・放課後児童クラブなどに
おいて、日々、子どもたちや保護者との
信頼関係を築いてきた経験豊富な児童厚
生員は、子どもたちに大きな影響を与え
る重要な存在です。民間事業者を活用す
る場合であっても基本的には児童厚生員
の体制を大きく変更させる考えはありま
せん。

問 高齢者の健康づくり・生きがいづ
くりにおける利用者向けの助成に

ついて伺う。
答弁 老人クラブや介護予防サロン事業
の運営者、認知症カフェの開催団体など
への助成につきましては、団体に対する
助成が利用者に還元される形での助成を
行っています。今後どのような形の助成
を行うことが高齢者の居場所づくりにつ
ながるのかを考えていますので、ぜひと
もご提言をいただきたいと思います。

問 ふるさと納税基準の厳格化などに
より今後の財政運営に大幅なマイ

ナス修正が加わることは明白である。将
来の厳しい財政運営が予想される中にあっ
ても、教育のまち滝川の再生を掲げて本
市のリーダーとなられた以上、教育環境
の整備を後回しにすることがあってはな
らないと考えるが、市長の見解を伺う。
答弁 教育環境の整備を後回しにすると
いうことは考えてはおりません。目前の
課題である小中学校の空調工事は早急に
実施すべく、子どもたちの安全性の確保
を最優先に取り組んでいきます。議員の
ご指摘につきましては、新年度予算に計
上する「新小学校基本構想策定事業」に
より、第一小学校の建て替えを軸とし、
最適な学習環境づくりを進めていきます。

問 駅前の再整備は多くの市民が待ち
望む一方で、資材費や労務費など

建設費の上昇などの理由により、将来負

担の拡大を危惧する声もある。駅周辺の
再整備をいかに進めるのか、現時点での
考えを伺う。
答弁 議員ご指摘のとおり、再整備の事
業費が市の財政運営の負担になることを
不安視する声があることは承知していま
す。そうした声にしっかりと応えるため、
補助金や起債など有利な財源の活用に配
意し、できる限り将来負担を残さぬよう
進めていきます。

問 令和６年度末で終了する市内バス
路線について、どのような運行形

態で存続を図られるのかを伺う。
答弁 現時点で具体的にお示しできるこ
とはありませんが、市民の皆さんの足に
空白ができないように、令和７年４月以
降も確実に市内線運行が継続できるよう
鋭意努めていきます。
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※ＱＲコードをスマートフォンで読み取ると、その質問者の
映像をユーチューブでご覧いただけます。
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第１回 予算審査特別委員会審査報告

一般会計など全予算を“可決”

ふるさと基金積立金 滝川駅周辺整備

障害者福祉費

定例会

　本定例会では、第１および第２予算審査特別委員会を設置し、３月12日から14日

まで各委員会を開催し、令和６年度一般会計予算ならびに特別会計４件、企業会計

２件について審査を行いました。

ふるさと基金積立金は今まで堅実に積み立て
てきたと思うが、何か目的はあるのか。今後
使うことになる場合、どのようなことが想定
されるのかを伺う。
寄付者の意向に沿った事業の財源として積み

立てており、毎年各事業に活用しています。

今後は公共施設個別施設計画に基づく公共施

設整備への充当も予定しています。財政状況

を踏まえつつ、基本的には市の重要施策に有

効活用していきたいと考えています。

基本計画策定の手順について伺う。
主に検討する内容は、大きく３点あり、機能

の構成や規模、配置、動線といった整備計画

に関すること、事業手法、スケジュール、概

算事業費といった事業計画に関すること、施

設の運用計画に関することについてです。ま

た、これらの事項を検討するにあたっては民

間活力の導入可能性も探りながら、基本計画

の策定を進めていきたいと考えています。

障害者福祉費が増額となっているが、障がい
者自立支援を受けるニーズが増えているとい
う認識で良いのかを伺う。
人口減少に伴い、障害者手帳の所持者は減少

する傾向にありますが、知的障がいや発達障

がい等によりサービスを必要とされる方は増

加しています。障がいのある方が地域におい

て自立した日常生活や社会生活を送ることが

できるよう、ニーズに対して支援していくた

め増額となっています。

問 問

問

答

答

市内路線バス
中型バスを２台購入するとあるが、乗客の人
数やニーズに合わせた機能などの検討はどの
ように考えているのかを伺う。
今回購入を予定している車両については、車

椅子で乗り降りするためのスロープを脱着式

でつけることが可能であったり、車椅子用の

スペースとして一部座席が跳ね上げられ、車

椅子を固定できるフックのようなものがつい

ているなど、乗車人数や利用者のニーズも考

慮して検討しています。

問

答

答
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民生委員 空家等実態調査

成年後見制度

児童手当

地域子育て力強化事業

民生委員のなり手不足の問題に対しての対応
は考えているのかを伺う。
令和７年度の次期改選を見据え、役員と協力

体制を強化し、既存委員のより一層の定着化

を図るほか、町内会等を通じた委員候補者の

掘り起こしを強化するなど、従来よりも早期

に着手し、なり手不足の解消に努めたいと考

えています。

空家等実態調査委託料について、具体的にど
のような調査を行うのかを伺う。
具体的な調査内容については、調査リストを

施行業者と調整をして作成した後、受注者が

現地を訪問し、外観目視により空き家か否か

の調査をします。それに併せ、空き家と思わ

れる建物については、不良度判断を実施し、

建物の状態を評価します。

成年後見制度利用支援事業に要する経費につ
いて、ここ数年増減が見られない。制度自体
の需要がないということで理解して良いのか
を伺う。
成年後見制度利用支援事業については、滝川

市社会福祉協議会に委託しており、同協議会

から提出された事業実施の見積もりに合わせ

て予算を計上しています。

需要がないという判断はしていませんが、成

年後見制度の普及活動を進めていく中で、広

く市民の皆さんの声を汲み取りながら、ニー

ズに合った活動をしていく必要があると考え

ています。

児童手当の支給時期が年３回から年６回に変
更となるが、何月に支払われるのかを伺う。
制度改正が令和６年10月にされ、12月から２

か月ごとの支給となります。

地域子育て力強化事業に関する具体的な内容
について伺う。
従来から実施しているファミリーサポートセ

ンターの事業、２人目以降のお子さん誕生時

にご家庭を訪問する「こんにちは赤ちゃん訪

問事業」、子育てに対して不安や孤独感を抱

える家族などに対し、保健師等が指導・助言

を行う養育支援訪問事業といった内容になっ

ています。

問 問

問

問

問

答 答

医師減少
令和６年４月より医師の人数が減少すると聞
いているが、具体的にどこの診療科で何人減
るのかを伺う。
内科で２名、外科で１名、初期研修医１名の

計４名減となっています。医師の減により診

療や入院、救急対応などに影響が出る心配が

ありますが、市民の皆さんには可能な限りご

心配やご不便をおかけしないよう対応を検討

している状況です。

問

答

答

答

答
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◎市民ネットワーク
　歳入においては、大幅な減と
なったふるさと納税の今後の取
り組みとして、安定した返礼品
の開発に力を入れていただきた
い。歳出においては、市民の財
産を活用する事業を進めるにあ
たり、将来の財政不安や十分な
市民意見が反映されているとは
思えないことから、今後の進め方
を十分に審議されることを望む。
　介護保険特別会計では、核家
族の進行・増加、介護する家族
の高齢化など想定を上回るス
ピードで情勢が変化している。
今後さらに厳しさに拍車がかか
ることも予想されるため、事業
運用に努力いただくよう望む。

◎新政会
　ふるさと納税額を挽回するた
め、引き続き首都圏でのＰＲ活
動はもちろん、滝川関係者及び
団体・企業にもこまめにＰＲを
実施されたい。駅周辺地区再生
拠点整備基本計画策定は長年の
市民要望であり、様々な意見を
集約し、使いやすくコンパクト
な低予算の計画策定を期待して
いる。
　病院事業会計では、市民の健
康維持・増進が主たる役割であ
り、医師をはじめとする医療ス
タッフの充実は必須である。医
師確保に向け医科大学医局など
関係機関に対する継続的な働き
かけを望む。

◎公明党
　長期化する物価高騰で市民の
生活は、まだまだ好転する兆し
が見えない中、先を見据えての
滝川駅周辺の再整備に着手する
ための基本計画・新小学校基本
構想策定のための事業費、小・
中学校空調設備設置のための工
事費など、これらの計画では、
市民意見が十分に反映され、将
来に禍根を残さない計画にして
いただきたい。
　私たちは滝川市の将来を、深
く考えていく必要があるため、
計画を進めるにあたって、財源
確保のための弛まぬ努力を望む。

◎れいわ新選組
　ふるさと基金28億8727万１千
円の見込みについて、これまで、
コツコツ積み立ててきた大切な
財源であると思う。予定してい
る公共施設個別施設計画に基づ
く公共施設整備の財源として有
効活用していくとのことで大変
頼もしく感じる。市内経済を活
性化するためにタイミングを見
極めつつ、多くの市民のために
積極的な活用を求めたい。
　地方の街を発展・存続させる
ために外すことができない要が
子育て支援であると認識してい
る。計画の策定と合わせ、今後
の子育て政策に対する積極財政
とさらなる子育て環境の充実強
化を期待する。

◎21フォーラム
　介護現場はもとより様々な
サービスを提供しなければなら
ない現場が崩壊しようとしてい
る。本予算においても市内バス
路線の継続維持に向けた対策が
語られ、農業環境の悪化や空き
家対策の推進など、立ち止まる
ことのできない課題が指摘され
ている。
　このような困難な状況下にあっ
て、市民の命と暮らしを守るた
め、令和６年度予算を適切に執
行し、安心のまちづくりを市民
に届けられるよう、職務に精励
されることを強く要望する。

◎日本共産党
　市は、財政運営の基本方針で
市立病院の健全経営の継続を最
重要事項と位置づけたが、滝川
市立病院の軸足は公立病院とし
て住民の命を守ることにある。
医師をはじめ医療スタッフの確
保は容易ではないが、住民が安
心して受診できる質的・量的に
充実した医療体制の構築に取り
組んでいただきたい。
　下水道事業会計についてだが、
能登半島地震から２か月が経つ
が未だに上下水道の復旧ができ
ず、断水が続く地域が残されて
いる。下水道は人の生活に欠か
せないインフラの一つであるた
め、継続的な維持保全に努めて
いただきたい。

予算審査特別委員会予算審査特別委員会
における各会派討論における各会派討論
予算審査特別委員会予算審査特別委員会
における各会派討論における各会派討論
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令和６年第１回定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 議決結果
報告第１号 監査報告について 報 告 済 
報告第２号 例月現金出納検査報告について 報 告 済 

議案第１～７号 令和６年度滝川市各会計予算
※議案第１号　令和６年度滝川市一般会計予算に対して提出された修正案は否決 原案可決

議案第８号
令和５年度滝川市一般会計補正予算（第11号）
こども医療及びひとり親家庭の医療扶助費増額、介護給付費扶助及び訓練等給付費扶助の増額、通学用輸送便のルート変更及び
随時運行便の増加に伴うスクールバス運行委託料の増額、小中学校空調設備設置等工事を行うための補正です。

原案可決

議案第９号 令和５年度滝川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第10号 令和５年度滝川市公営住宅事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第11号 令和５年度滝川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第12号 令和５年度滝川市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第13号
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令等の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令等の施行に伴う改正です。

原案可決

議案第14号
職員の育児休業等に関する条例及び滝川市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例
地方自治法の一部を改正する法律が施行されたことを踏まえ、新たに会計年度任用職員に対して勤勉手当を支給するための改
正です。

原案可決

議案第15号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例
旅費の暫定措置を廃止するための改正です。 原案可決

議案第16号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
鳥獣被害対策実施隊の設置に伴い、当該隊員の報酬を規定するための改正です。 原案可決

議案第17号
滝川市手数料条例の一部を改正する条例
地方公共団体の手数料の標準に関する政令等の一部改正を踏まえ、新たに戸籍謄本等の広域交付等に係る手数料を定めるため
の改正です。

原案可決

議案第18号
滝川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する条例の一部を改正する条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準及び子ども・子育て支
援法施行規則の一部を改正する内閣府令等の施行に伴う改正です。

原案可決

議案第19号 滝川市三世代交流センター条例の一部を改正する条例
滝川市三世代交流センターの休館日を変更するための改正です。 原案可決

議案第20号 滝川市介護保険条例の一部を改正する条例
令和６年度から令和８年度までの介護保険料率等を定めるための改正です。 原案可決

議案第21号 滝川市農村環境改善センター条例の一部を改正する条例
滝川市農村環境改善センター多目的室の使用について、暫定措置期間の満了に伴う改正です。 原案可決

議案第22号 公の施設の指定管理者の指定について（三世代交流センター）
令和６年４月１日から３年間、滝川身体障害者福祉協会を指定管理者として指定しました。 原案可決

議案第23号 教育委員会委員の任命について
上野恭敬さんが任命されました。 原案同意

議案第24号 公平委員会委員の選任について
森井智江さんが再任されました。 原案同意

議案第25号 固定資産評価審査委員会委員の選任について
吉井裕視さんが再任されました。 原案同意

議案第26号 予算審査特別委員会の設置について 原案可決

議案第27号 滝川市税条例の一部を改正する条例
地方税法の一部を改正する法律の施行に伴う改正です。 原案可決

議案第28号 損害賠償額の決定について
交通事故に伴う損害賠償額の決定 原案可決

意見書案第１号 医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求める要望意見書 原案可決
要望書案第１号 北海道滝川工業高等学校に新しい学科の設置を求める要望書 原案可決

令和６年第１回臨時会議決結果
議案番号 件　　　　名 議決結果

報告第１号 専決処分について（損害賠償額の決定）
車両損傷事故に伴う損害賠償額の決定 報 告 済

議案第１号
令和５年度滝川市一般会計補正予算（第10号）
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を受けて行う住民税均等割のみ課税世帯電力等価格高騰臨時支援金の給付及び住民
税非課税世帯等臨時支援金（こども加算）の給付などを行うための補正です。

原案可決
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傍聴してみませんか 編 集 後 記
　令和６年第２回滝川市議会定例会
開催予定日をお知らせします。

　まだ風の冷たさが残るものの、雪が解け新緑の
季節がいよいよやってきました。お出かけが楽し
くなる時期ですが、交通事故にはくれぐれも気を
付けたいところですね。私も３月末に子どもを連
れて、ほほえみ工房さんの地域食堂にお邪魔しま
した。利用者さんや支援者さんの笑顔、子ども達
の声で活気が溢れ、まさに春を感じたところです。
　さて、早いもので私達新任議員も職務に就いて
から今月で１年が経ちました。１年前は右も左も
わからない状態でしたが、先輩方の丁寧なご指導
に加え、市民の皆様からの激励など、大変恵まれ
た１年であったと振り返っています。加えて今回
の第１回定例会では、予算修正案が提出され、討
論や採決を行うという経験ができ、大変勉強にな
りました。
　私達はこれからも皆様のご意見やご要望に真摯
に応えてまいりますので、ぜひ直接、市役所11階
の傍聴席でご覧になっていただけると幸いです。

たきかわ市議会だより編集委員会　　　
委員　髙橋江海子　

発行責任者　滝川市議会議長　山本　正信

　開催日は変更する場合がありますので、傍
聴の際は日程を確認してください。

※矢印は会期を示します。

日 月 火 水 木 金 土
５/26 27 28 29 30 31 ６/１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14
本会議

15

16 17 18 19 20
本会議
一般質問

21
本会議
一般質問

22

23 24 25 26 27 28 29

問い合わせ　議会事務局　☎28-8048

　滝川市議会では、より多くの市民の皆さんに本会議を見ていただけるよう、
YouTube（ユーチューブ）によるライブ配信を行っています。
　なお、過去の配信映像も同チャンネル内でご覧いただけます。

気軽に！手軽に！ネット中継！！

たきかわ市議会
ホームページＱＲ

　１月12日㈮、滝川市議会議員会は、元旦に発生し
た能登半島地震の１日も早い復旧・復興を支援する
ため、市などでつくる「滝川市令和６年能登半島地
震災害復旧・復興応援会議」に10万円を寄付しまし
た。

　３月29日㈮、滝川工業高校に半導体製造の知識と
技術を習得できる学科の設置を求め、山本議長と安
樂総務文教常任委員長は道教委を訪問し、倉本教育
長に要望書を手交しました。時代のニーズに応じた
学科を新たに編成することで、高校の魅力化と地域
経済の発展を進めたいとするものです。

令和６年能登半島地震の被災地に
支援金を寄付！

滝川工業高校に新しい学科の設置
を求める要望書を北海道に提出！！

▲左から山本議長、田村議員会長、前田市長 ▲左から安樂総務文教常任委員長、山本議長、倉本教育長

たきかわ市議会だより No.4910


